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インスピレーションと洞察から生成されました 16 ソースから 
これで十分な情報が集まりました。動画の内容分析、Chollet 氏の背景、関連研究、最新動
向を含めて包括的な深掘り分析を作成します。 
François Chollet1 によるこの講演は、現在の AI 研究パラダイムの根本的な限界を指摘し、
真の汎用人工知能（AGI）実現に向けた革新的なアプローチを提示する画期的な内容です。
Keras2 の創設者として知られる彼が新たに設立した Ndea3 ラボでの研究成果と、ARC 
Prize4 を通じた AGI 評価の新たな指標について詳細に解説されています。 

講演者の背景とその意義 

François Chollet は単なるソフトウェアエンジニアを超えた、AI 研究における重要な思想家
です。彼の経歴は以下の通りです。 
主要な業績 

• 2015 年に Keras を創設し、深層学習の民主化に貢献 
• Google AI 研究者として活動 
• 2025 年に Ndea ラボを共同創業し、新たな AGI アプローチを探求 
• ARC Prize（100 万ドル超の賞金規模）を通じて真の AGI 評価基準を確立 

彼の研究哲学の核心は「自律的抽象化アルゴリズムの理解と開発」にあります fchollet.com1。
これは単に技術的な改良ではなく、知能の本質的な理解を目指すものです。 

現在の AI パラダイムの限界 

スケーリング法則の破綻 
Chollet が動画で最も強調するのは、「プリトレーニングのスケーリングでは流動的一般知
能は得られない」という点です。彼は具体的なデータでこれを証明しています： 

• ARC-AGI5 ベンチマークにおいて、50,000 倍のスケールアップ後も AI の性能はほ
ぼゼロのまま推移 

• 人間は 95%以上の精度を示すのに対し、最新の AI モデルでも 10%程度の成功率 
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この現象は、現在の AI が「静的な暗記スキル」しか獲得できていないことを示しています 
YouTube6。 
効率性の根本的問題 
深層学習の情報効率の悪さも重要な指摘です： 

• 勾配降下法は人間より 3～4 桁多くのデータを必要とする 
• コンポーショナルな一般化（要素の組み合わせによる新しい問題解決）ができない 
• テスト時に動的な再構成・適応ができない 

AGI 実現への革新的アプローチ 

1. テスト時適応（Test-Time Adaptation） 
Chollet が提案する第一の柱は「テスト時適応」です。これは推論中にモデルが自己再訓練
し、動的に適応能力を獲得する手法です。 
従来の深層学習との違い： 

• 従来：固定されたパラメータで推論 
• 新アプローチ：推論中にパラメータを動的に調整 

この分野では 2024 年に多くの研究が発表されており、最新の研究動向 7 では 400 以上の論
文が体系的にレビューされています。 
2. プログラム合成（Program Synthesis） 
第二の柱は「深層学習によってガイドされるプログラム合成」です。Ndea ラボの研究方針
3 によると、この手法は： 

• 連続的な埋め込み空間での補間ではなく、離散的なプログラムを探索 
• 完全な説明能力を持つモデルを少数の例から学習 
• 深層学習を「探索ガイド」として活用し、組み合わせ爆発を抑制 

具体的な戦略： 
1. 状態空間マッピング：入力・出力状態を連続空間に射影し、経路を計算 
2. プログラム空間マッピング：DSL ベースのプログラム構造を埋め込み空間で効率的

に探索 
3. 抽象化の新たな理論 
Chollet は抽象化を 2 つのタイプに分類しています： 

• Type 1 抽象化：連続値距離による類似性ベース（現在の深層学習） 
• Type 2 抽象化：離散プログラムの構造同型性ベース（目指すべき方向） 

彼の「Kaleidoscopic Hypothesis」によれば、世界の複雑さは少数の抽象原子（atoms of 
meaning）の組み合わせで説明可能であり、これが AGI 実現の鍵となります YouTube6。 

ARC-AGI：真の AGI 評価基準 

ベンチマークの革新性 
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ARC-AGI5 は「新規スキル獲得の効率性」を測る唯一のベンチマークとして設計されてい
ます。その特徴は： 

• 人間と同等の生得プリオリのみを使用 
• 少数例（通常 3 例）からのパターン認識を要求 
• 「Easy for Humans, Hard for AI」の設計原則 

最新の性能比較 
2024 年 12 月、OpenAI の o3 モデル 8 が ARC-AGI で画期的な成果を達成： 

• 低計算リソース：75.7% 
• 高計算リソース：87.5%（人間の 85%閾値に匹敵） 

しかし、高計算版では単一タスクあたり$6,677 のコストが必要で、効率性の観点では課題
が残ります Simon Willison9。 
ARC-AGI-2 と ARC-3 の展開 
Chollet は段階的な進化を計画しています： 

• ARC-AGI-2：コンポジショナル推論の強化 
• ARC-3（2026 年初頭予定）：インタラクティブなエージェンシー評価 

ARC-3 では、AI が新環境内で自律的に目標を発見・達成する能力を測定する予定です 
YouTube6。 

学術的反響と関連研究 

コンポジショナル一般化の研究動向 
Chollet のアプローチは AI 研究コミュニティで活発な議論を呼んでいます。最新の研究 10
では、人間とニューラルネットワークの両方でコンポジショナル一般化の計算特性が詳細
に分析されています。 
ニューロシンボリックアプローチ 
MIT の研究 11 では、ARC に対するニューロシンボリック手法が提案され、解釈可能でコ
ンポジショナルな抽象化の学習が探求されています。 
プログラム誘導研究 
人間のプログラム誘導に関する研究 12 では、人間が ARC タスクを解く際の認知プロセス
が分析され、AI システム設計への示唆が提供されています。 

実装への道筋とマイルストーン 

Ndea ラボの具体的目標 
Ndea ラボ 3 では以下のマイルストーンを設定： 

1. 第一段階：白紙状態から ARC-1 を独力で解くシステムの構築 
2. 第二段階：拡張可能な抽象化ライブラリの開発 
3. 最終目標：科学的発見を加速する AGI の実現 
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技術的アプローチの詳細 
公式ブログ 13 で説明される実装戦略： 
深層学習（System 1） + プログラム合成（System 2） 
           ↓ 
      統合メタラーナー 
           ↓ 
   動的抽象化ライブラリ 
           ↓ 
      AGI 実現システム 

批判的考察と課題 

計算効率性の問題 
o3 の高性能版が 1 タスクあたり数千ドルのコストを要する点は、実用性への重要な課題を
提起しています。真の AGI には効率性も不可欠です。 
評価基準の妥当性 
Reddit での議論 14 では、ARC-AGI 100%達成が真の AGI を意味するかについて活発な議
論が行われています。 
スケーラビリティの不確実性 
プログラム合成アプローチが、ARC を超えた現実世界の複雑な問題にどこまで適用可能か
は未知数です。 

将来への展望 

2025 年の AGI 研究動向 
Forbes の分析 15 によると、2025 年は AGI スペクトラムに本格的に突入する年とされてお
り、Chollet のアプローチがその先駆けとなる可能性があります。 
地政学的インパクト 
RAND 研究所の報告 16 では、AGI 開発が地政学や世界秩序に与える影響が分析されてお
り、Chollet のような独立研究ラボの重要性が増しています。 
科学的発見への応用 
最終的に Chollet が目指すのは、AGI による科学的発見の加速です。これは単なる技術的成
果を超えた、人類文明への根本的貢献を意味します。 

結論：パラダイムシフトの始まり 

François Chollet の「AGI への道」は、単なる技術的改良ではなく、AI 研究における根本的
なパラダイムシフトを提唱しています。従来の「より大きく、より多くのデータ」というア
プローチから、「より効率的で、より適応的」なアプローチへの転換です。 
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彼のビジョンは以下の点で特に重要です： 
1. 理論と実践の統合：抽象化理論から Ndea ラボでの具体的実装まで 
2. 評価基準の革新：ARC-AGI による真の AGI 進捗測定 
3. 効率性への焦点：計算資源の制約下での AGI 実現 

2024 年の o3 の突破は、このアプローチの有効性を示す重要な証拠となりました。しかし、
真の AGI 実現までにはまだ多くの課題が残されています。Chollet が描く「プログラマのよ
うなメタラーナー」が現実となるとき、それは人類史における新たな章の始まりを意味する
でしょう。 

 
この分析は、François Chollet の講演内容、関連する学術研究、最新の AI 開発動向を総合的
に検討したものです。AGI 研究の最前線で起きている革命的変化を理解するための包括的
なガイドとしてご活用ください。 

 
Appendix: Supplementary Video Resources 

 
François Chollet: How We Get To AGI 
1 week ago 

 
Chasing Real AGI: Inside ARC Prize 2025 with Chollet & Knoop 
Apr 3, 2025 
もっと詳しく 
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